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町
内
会
長
ら
で
構
成
す
る
「
横
井

学
区
生
活
交
通
を
考
え
る
会
」
の
ご

尽
力
で
新
た
な
「
生
活
交
通
」
の
運

行
準
備
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。 

 

「
生
活
交
通
」
と
は
、
鉄
道
や
路

線
バ
ス
の
利
用
が
不
便
な
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
交
通
手
段
で
、
岡

山
市
と
地
元
（
利
用
者
と
町
内
会
）

が
８
対
２
の
割
合
で
経
費
を
負
担
し

て
運
行
さ
れ
ま
す
。 

 

当
町
内
会
で
利
用
の
対
象
と
な
る

の
は
、
桜
ヶ
丘
、
学
園
台
、
グ
リ
ー

ン
ハ
イ
ツ
の
各
自
治
会
と
猿
場
、
白

壁
自
治
会
の
一
部
地
域
で
す
。 

 

利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
と
予
約

が
必
要
で
す
。
予
約
の
際
に
は
、
名

前
、
利
用
す
る
日
時
、
乗
る
場
所
・

降
り
る
場
所
、
人
数
を
伝
え
ま
す
。

区
域
（
東
エ
リ
ア
）
内
で
あ
れ
ば
、

自
宅
を
含
め
ど
の
場
所
で
も
乗
り
降

り
で
き
ま
す
。
区
域
外
の
場
合
は
、

決
め
ら
れ
た
施
設
（
ス
ー
パ
ー
や
医 療

施
設
）
で
の
乗
り
降
り
と
な
り
、

施
設
か
ら
施
設
と
い
う
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。 

  

運
賃
は
１
人
８
０
０
円
、
２
人
以

上
で
利
用
す
る
と
１
人
４
０
０
円
で

す
。
小
林
口
バ
ス
停
で
乗
り
継
ぐ
場

合
は
１
０
０
円
に
な
る
予
定
で
す
。 

 

今
後
、
３
月
の
試
行
運
行
を
経

て
、
４
月
か
ら
本
格
運
行
の
予
定
で

す
。
対
象
の
自
治
会
で
説
明
会
を
希

望
す
る
方
は
、
自
治
会
長
か
町
内
委

員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。  

神（みわ）神社は今年も早朝から 

初日、初詣の方々でにぎわいました。 

コ ラム「破旧立新」は 

２～３面に掲載します。 



 
 

 
 
 

 

近
ご
ろ 

「 

目
か
ら
鱗
が 

                   

落
ち
た
」二
題 

 
 

 

数
年
来
、
難
病
に
捕
ま
り
十
数
類
の

薬
を
飲
み
続
け
副
作
用
と
闘
い
な
が

ら
、
い
く
つ
も
の
診
療
科
に
通
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
三
年
程
前
に
突
然
想

定
外
の
強
烈
な
ス
ト
レ
ス
に
見
舞
わ
れ

病
魔
は
激
変
し
、
遂
に
は
歩
行
困
難
を

来
た
し
、
今
で
は
杖
と
車
椅
子
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
副
作
用
も

多
く
抱
え
、
日
常
生
活
に
様
々
な
事
を

欠
く
よ
う
に
な
っ
た
。 

▼
こ
の
杖
と
車
椅
子
の
生
活
の
中
で
、

身
体
不
自
由
な
ら
で
は
の
貴
重
な
体
験

を
紹
介
し
た
い
。 

  
 

【 

東
京
編
】 

 

▼
昨
年
十
一
月
終
わ
り
頃
、
か
か
り
つ

け
医
と
専
門
医
の
許
可
と
助
言
を
得

て
、
人
生
最
後
と
な
る
大
旅
行
を
決
行

し
た
。
妻
と
娘
の
励
ま
し
と
介
添
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
全
旅
程
を
車
椅
子
で

新
幹
線
に
乗
っ
て
上
京
し
、
ま
さ
に
命

が
け
の
二
泊
三
日
で
あ
っ
た
。 

▼
事
の
起
こ
り
は
、
新
幹
線
乗
降
の
際

の
エ
レ
ベ
―
タ
―
、
街
中
ビ
ル
の
エ
レ
ベ
―

タ
―
、
交
差
点
の
信
号
待
ち
で
の
出
来

事
で
あ
る
。
例
え
ば
、
車
椅
子
で
駅
の
エ

レ
ベ
―
タ
―
を
利
用
し
た
時
、
既
に
乗

降
口
で
は
列
を
な
し
て
並
ん
で
い
る
。
行

列
に
は
、
背
中
両
手
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

と
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
し
っ
か
り
持
っ
た
海

外
旅
行
者
と
、
手
荷
物
あ
る
い
は
手
ぶ

ら
の
日
本
人
旅
行
者
な
ど
様
々
な
旅

行
ス
タ
イ
ル
の
人
達
が
並
ん
で
い
る
。
私

の
車
椅
子
が
そ
の
行
列
の
最
後
尾
に
着

い
た
瞬
間
、
そ
れ
は
何
の
前
触
れ
も
な

く
突
然
起
こ
っ
た
。
海
外
旅
行
者
と
思

わ
れ
る
人
達
全
員
が
ス
ゥ
ッ
と
行
列
か

ら
横
へ
移
動
し
、
ま
る
で
櫛
（く
し
）
の
歯

が
抜
け
た
よ
う
に
空
間
が
生
じ
た
。
明

ら
か
に
車
椅
子
の
私
に
順
番
を
譲
っ
て

の
こ
と
だ
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
続
い
て

起
こ
っ
た
事
は
、
そ
れ
ま
で
列
に
並
ん
で

い
た
日
本
人
が
、
我
先
に
と
ば
か
り
に

空
間
を
詰
め
て
乗
降
口
へ
向
か
っ
て
移

動
し
た
の
で
あ
る
。 

▼
若
い
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
行
し
た

時
、
彼
ら
の
国
で
は
杖
や
車
椅
子
の
人

に
対
す
る
日
常
行
動
を
見
聞
し
た
こ
と

を
思
い
起
こ
し
た
。
そ
れ
は
、
親
切
を
飛

び
越
え
、
弱
者
に
対
す
る
基
本
的
な
人

間
行
動
文
化
だ
っ
た
。
海
外
旅
行
者
と

し
て
彼
ら
が
日
本
へ
訪
れ
て
も
、
長
い
歴

史
に
培
わ
れ
た
弱
者
に
対
す
る
日
常

生
活
行
動
文
化
を
遺
憾
な
く
見
せ
て

く
れ
た
。 

▼
乗
降
口
へ
詰
め
寄
っ
た
日
本
人
と
、

 
親
切
へ
の
感
謝

を
葉
書
に
つ
づ
る

コ
ン
テ
ス
ト
・
第

41

回
「
小
さ
な
親

切
」
は
が
き
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
「
小
さ

な
親
切
」
運
動
推
進
委

員
会
）
に
、
本
会
報

コ
ラ
ム
担
当
の
甲

元
孝
朋
さ
ん
（
鳴
下

自
治
会
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。 

 

コ
ン
テ
ス
ト
の

テ
ー
マ
は
「
あ
の

と
き
は
あ
り
が
と

う
」 

５
歳
の
時

甲
元
さ
ん
（
鳴
下
）

河
出
書
房
新
社
賞 

 

こ
こ
ろ
の
エ
ッ
セ
イ 

コ
ン
テ
ス
ト 

老師と「４つの約束」 

 これは、私の幼少期の頃の話です。昭和２０年８月終戦、上海

（中国）の外国人専用の租界に住んでいた私達家族は、翌年春に

山里深い父親の郷里に引揚者として日本へ帰国した。これまでと

は全く違う田舎生活と聞き慣れない方言と人達に馴染めず、更に

戦禍の記憶も消えやらず所謂カルチャーショックに陥った。口数も

少なく友達もできずすっかり引きこもり状態となり、夜間に夢遊病状

態で畦道や野原で保護されることも少なくなかった。帰国後２年目

４月には、村の小学校へ入学した。４年生でやっと自分の名前を

平仮名で書けたが算数はできず、体は大きかったが気が弱い超落

ちこぼれ放ったらかし児童でした。ところが、５年生の新学期を迎

え、新しい担任先生との出会いが奇跡を起こした。小太りの禿げ頭

で顎髭を生やした年寄り男先生です。新学期早々、①人と話をす

る時は相手の目を真っ直ぐ見る ②人と会ったら、おはよう、こんに

ちはと大きな声で挨拶する ③人に助けてもらったり、手伝っても

らったら、ありがとうとお礼を言う ④勉強は毎日諦めずに少しでも

する―４つの約束をして放課後、日直、宿直の暇をみて付き切りで

特訓が始まった。６年生も持ち上がりで、声は優しいが厳しく２年間

鍛えられた。私自身も自ずと自己に目覚め必死の努力をした。卒

業する頃には勉強は誰にも負けない、読書と運動の大好きな少年

になった。その後も４つの約束を貫き通したのは言うまでもない。社

会人になり、「小さな親切」運動に深く関わったり、大学の先生にな

れたのも老師の教えの賜です。老師と廃校になった村の小学校

に、「ありがとう」の言葉を添えて、このはがきを捧ぐ。 

に
上
海
で
終
戦
。
翌
年
、
父
親

の
郷
里
（
現
・
美
咲
町
）
に
引
き

揚
げ
た
甲
元
さ
ん
。
小
学
校
担

任
の
先
生
と
交
わ
し
た
「
４
つ

の
約
束
」
と
厳
し
く
も
温
か
い

「
特
訓
」
。
「
先
生
と
の
約
束

が
生
き
方
の
根
幹
に
な
っ
て
い

た
」
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
葉

書
に
つ
づ
ら
れ
ま
し
た
。 

  

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
数
は
２
１
０
９

編
、
入
賞
・入
選
は
２５
名
で
し
た
。 

 
 

 
 

小
さ
な
親
切
運
動
と
は 

 

「
で
き
る
親
切
は
み
ん
な
で
し
よ
う
、
そ

れ
が
社
会
の
習
慣
と
な
る
よ
う
に
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
誰
も
が
他
者
を
思
い
や
る
、

あ
た
た
か
な
社
会
を
め
ざ
す
運
動
で
す
。 

 

「
小
さ
な
」と
は
、
「い
つ
で
も
・ど
こ
で
も
・

誰
に
で
も
で
き
る
」と
の
意
味
が
込
め
ら
れ 

て
い
ま
す
。 

東
京
で
の
表
彰
式
（
11
月
28
日
）に
て 



 

ア
ル
バ
イ
ト
職
員 

利
用
者
の
迎
え
（
朝
８
時
か
ら
１
時
間
程
度
）
時
給
１
５
０
０
円 

  
 

 
 

 

障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
「
津
高
生
活
交
流
セ
ン
タ
ー
」 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

問
い
合
わ
せ)  

☎ 

２
９
４
―
８
５
０
０ 

横
へ
移
動
し
て
車
椅
子
の
私
に
順
番
を

譲
っ
て
く
れ
た
海
外
旅
行
者
と
の
行
動

文
化
の
違
い
は
何
だ
ろ
う
か
。
東
京
旅

行
か
ら
無
事
に
帰
っ
て
き
て
、
ず
っ
と
考

え
続
け
て
い
る
毎
日
で
あ
る
。  

 
  

 

【 

横
井
上
編
】 

 

▼
今
度
の
舞
台
は
、
我
が
ふ
る
さ
と
横

井
上
町
内
で
の
、
こ
こ
二
年
ば
か
り
の

出
来
事
で
あ
る
。 

▼
私
自
身
、
歩
行
機
能
維
持
向
上
と
、

自
動
車
運
転
の
能
力
低
下
防
止
の
た

め
、
極
力
外
出
に
努
め
て
い
る
。
妻
の
買

い
物
や
ゴ
ミ
捨
て
の
運
転
手
と
し
て
、
地

域
セ
ン
タ
ー
、
銀
行
、
外
食
な
ど
へ
も
積

極
的
に
出
掛
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の

時
に
起
き
た
思
い
も
寄
ら
ぬ
数
々
の
出

来
事
で
あ
る
。 

▼
例
え
ば
、
他
に
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ

て
も
身
障
者
専
用
駐
車
場
と
分
か
っ
て

い
て
も
、
明
ら
か
に
健
常
者
が
堂
々
と

占
有
し
、
ま
た
時
に
は
満
車
の
状
態

で
、
勝
ち
誇
っ
た
よ
う
に
お
店
の
入
口
に

近
い
車
椅
子
専
用
場
所
に
駐
車
す
る

車
の
多
い
こ
と
か
。
公
道
や
駐
車
場
で

当
方
の
車
椅
子
マ
ー
ク
の
車
に
「邪
魔

だ
、
ど
け
ろ
」と
罵
声
を
発
し
て
進
路

を
塞
ぎ
強
引
な
運
転
を
仕
掛
け
ら
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

▼
道
や
お
店
で
、
杖
や
車
椅
子
と
出

会
っ
た
途
端
に
、
せ
っ
か
く
の
上
機
嫌
を

台
無
し
に
さ
れ
た
と
で
も
い
う
よ
う

に
、
睨
み
付
け
て
す
れ
違
う
人
達
が
多

い
こ
と
か
。
そ
し
て
ス
ー
パ
ー
の
中
で
杖

で
歩
行
中
、
肩
に
掛
け
た
買
い
物
バ
ッ
ク

が
杖
に
当
た
り
転
倒
寸
前
の
大
惨
事
に

遭
遇
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
２
〜
３
件
な

ら
と
も
か
く
、
度
重
な
る
と
常
態
化

し
、
高
齢
化
社
会
が
ま
す
ま
す
進
展
す

る
現
在
、
一
般
論
と
し
て
も
、
生
活
行

動
文
化
と
し
て
も
決
し
て
褒
め
ら
れ
た

事
で
は
あ
る
ま
い
。 

▼
我
が
身
が
杖
や
車
椅
子
の
人
間
に

な
っ
て
、
初
め
て
事
の
深
刻
さ
と
社
会

生
活
上
で
の
制
約
、
困
難
さ
に
直
面
し

た
こ
と
に
気
づ
き
、
深
く
反
省
も
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
様
な
状
況
を
理
解

し
援
助
し
て
く
れ
る
人
達
も
多
く
い
て

感
謝
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

自
分
自
身
も
決
し
て
甘
え
て
は
い
け
な

い
こ
と
は
十
分
自
覚
い
て
い
る
つ
も
り

だ
。 

▼
住
み
よ
い
街
を
づ
く
り
を
標
榜
す
る

横
井
上
町
内
会
が
、
他
の
諸
問
題
と
あ

わ
せ
て
、
生
活
行
動
文
化
の
向
上
に
派

生
す
る
諸
問
題
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で

こ
そ
、
多
人
数
の
住
民
を
抱
え
る
横
井

上
町
内
の
未
来
で
あ
り
、
岡
山
市
内
で

模
範
的
な
モ
デ
ル
町
内
と
な
り
得
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

（Ｋ
） 

  急  募 横井上町内会 

  

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
を
す

す
め
て
い
ま
す
。 

 

表
紙
上
段
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
町
内
会

に
関
す
る
情
報
を
選
択
し
、
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
「
町
内
会
紹
介
」

「
規
定
・
規
約
」
「
（
カ
レ
ン
ダ
ー
で

の
）
行
事
予
定
」
「
防
災
マ
ッ
プ
」

「
活
動
報
告
」
「
回
覧
物
」
「
広
報
紙

（
い
い
と
こ
の
こ
し
）
」
「
交
通
機

関
」
「
町
内
施
設
」
「
ゴ
ミ
・
リ
サ
イ

ク
ル
」
「
防
災
・
安
全
」
「
町
内
マ
ッ

プ
」
を
設
け
ま
す
。 

 

そ
の
都
度
更
新
す
る
「
活
動
報
告
」

は
、
各
自
治
会
、
委
員
会
や
各
種
団
体

の
活
動
を
ブ
ロ
グ
形
式
で
投
稿
で
き
ま

す
。
「
回
覧
物
」
は
回
覧
後
で
も
確
認

し
た
い
と
思
わ
れ
る
情
報
を
掲
載
し
ま

す
。
投
稿
し
た
内
容
は
、
投
稿
順
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
別
で
検
索
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

 

４
月
の
公
開
め
ざ
し
て
準
備
し
て
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

町内会紹介 規定・規約 行事予定 防災マップ 活動報告 回覧物 

広報紙 交通機関 町内施設 ゴミ・リサイクル 防災・安全 町内マップ 

町内会ホームページ 表紙イメージ 



編 集 後 記 

 「いいとこのこし」第２９号をお届けします。 

 ２０２６年、新しい年を迎えました。いかがお過ごしでしょうか。 

 今年の元日も、神（みわ）神社で初日を拝むことができました。町内住民皆様のご健康、ご

多幸をお祈りいたします。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

    （横井上町内会事務局） 岡山市北区横井上１３０７－８ FAX 086-294-6077  編集担当 森脇久紀 

 

恒
例
の
横
井
上
町
内
会
親
睦
夏
ま
つ
り
は
８
月
23

日
、
横
井
公
園
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

お
な
じ
み
の
リ
ン
君
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

半
田
山
子
供
会
の
銭
太
鼓
、
今
年
初
の
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
や
ぐ
ら
の
周
囲
は
人
垣
が
で
き
て

い
ま
し
た
。 

 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力 

 
 
 
 

 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

  

夏
ま
つ
り
終
了
後
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
約

３
５
０
人
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

の
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
か
ら
「
満
足
」
「
や

や
満
足
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
開

催
に
「
反
対
」
の
方
は
少
数
で
し
た
が
、
「
賛
成
」
と

「
ど
ち
ら
で
も
」
は
、
若
干
「
賛
成
」
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
自
由
記
載
に
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
続

け
て
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
意
見
が
複
数
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
１
０
０
人
近
い
方
か
ら
実
行
委

員
な
ど
「
協
力
で
き
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

町
内
会
委
員
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
「
夏
ま
つ
り
」
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 夏まつりは、町内外多くの方々に

ご協賛いただいています。 

   感謝、御礼申し上げます。 


